
第10回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　　議　　事　　次　　第
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時

所

4．　資　　料

委10－1

委10－2

委10－3

委10－4

昭和59年3月21日（水）

午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）　宇宙開発に関する基本計画に

　　ついて

（2）静止気象衛星2琴GMS－2）

　　の可視赤外走査放射計（V工

　　SSR）に生じた不具合の原

　　因究明及び今後の対策につい

　　て

第9回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要旨（案）

宇宙開発に関する基本計画について

（59研第32号）

宇宙開発に関する基本計画（案）

静止気象衛星2号（GMS－2）Q
可視赤外走査放射計（VISSR）

に生じた不具合の原因究明及び今後

の対策について（案）



　　　　　　　　　　　　　委1⑪一1

第9回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　　　事　　要　　　旨　　（案）
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4．資　　料

　委9一・1

委9－2

委9－3

昭和59年3月14日（水）午後2時～3時

宇宙開発委員会会議室

（1）宇宙開発計画の見直しについて

（2）昭和58年度宇宙開発委員会外国人招へい

　　について

第8回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨（案）

宇宙開発計画（案）

昭押58年度宇宙開発委員会外国人招へいについて

（案）

5．　出席者

　宇宙開発委員会委員長代理
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　関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　　〃　　長官官房審議官

　文部省学術国際局審議官

通商産業省工i業技術院総務部長

運輸省大臣官房審議官

夫
文
郎

　
　
次

雅
成
啓

識
回
忌

吉
斎
井

福　島　公　夫

三　浦　　　信

植　木　　　浩

（代理3柴ll㈲

矢　橋　有　彦

（代理：多喜田）

武　石　　　章

（代理：沼野）

多・

運輸省気象庁総務部長

郵政省電波監理局審議官

　〃　　　〃　　宇宙通信開発課

建設大臣官房技術参事官

　文部省宇宙科学研究所管理部研究協力課

　宇宙開発事業団計画管理部計画第1課

事務局

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙国際課長

　　　〃　　　　〃　　宇宙開発課長
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6．議　　事

（1）　前回議事要旨の確認

　　　第8回宇宙開発委員会（定例会議）議事要旨案（資料委9－

　　1）が確認された。

（2）　宇宙開発計画の見直しについて

　　　宇宙開発計画が資料委9－2のとおり決定された。

（3）　昭和58年度宇宙開発委員会外国人招へいについて

　　　事務局より・資料委9－3に墓づき説明が行われたのち、原

　案どおり決定されたo
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宇宙開発に関する基本計画

我が国の三富開発に闘する基本評画を下記のとおり定める。

記

我が国の三三ほ、内外における宇宙開発の嶽、今働見通し等を踏ま

え・次によ聡合的力り緬的に縫することとし潤係各界の総力蝉げて、

これに取り紐むこととする。

1・蹴の実施｝ま1宇宙論委寅会が定めた宇宙開発緬（昭秘9年3月

　14日決定〉に基づいて行う。

2。∫開発体制については、宇宙開発委員会における重要施策の企画調整の一層

の推進を図るでまた、関係各機関は、宇宙開発委員会の方針に沿って、その

分担と役割に応じ、相互の協力を緊密化しっっ研究及び開発を進める。

3醗を齢に当たって1雄論況の把握三三の三三いつつ、

討画の管理を合理的に行うとともに、特に資金の効率的な運用に配慮する。

　その際、これFまでの開発経験を十分反映させるものとする。



委：丑⑪一3

宇宙開発に関する基本計画について（案）

昭和59年3月21日
宇宙開発委員会

　議　　　決

　　　．我が国の宇富二三に翼する基奉計画を下記のとおり定めることについてほ、

●購がない・

三

二が国の宇宙旧記ほ、内外における三富開発の現験、今後の見通し等を踏ま

え、次により総合三三っ計画的に誰進ずることとし、関係各界の総力を挙げて、

これに取り組むこととする。

1．開発の実施ば、宇宙開発委員会が定めた宇宙開発計画（昭和59年3月

　14日決定）に基づいて行う。

●2・蹴㈱こついて；ま・霜醗三会におけ三三策の企三三嘱
　　　　の推進を回る。また、．関係各機関ほ二、宇宙開発委員会の方針に沿って、その

　　　　分担と役割に憲じ、二三の協力を緊密化しっっ研究及び開発を進める。

3．開発を進め鞘たって三論兄の把握及び成果の識伽つつ、

酵画の管塁を三三的に行うとともに、特に資金の効率的な運用に配慮する。

．’ ｻの瞭、こ三二での開発経1駐を十分反映させるものとする。
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静止気象衛星2号（GMS一・2）の可視赤外

走査放射計（V工SSR）に生じた不具合の
原因究明及び今後の対策について（案）

昭和59年3月21日
宇宙開発委員会決定

1．　昭和56年8月に打ち上げた静止気象衛星2号

　（G齢一2）の可視赤外走査三冠（V・SSR）

　に生じた不呉合に関して、その原因の究明及び今後の

　対策について調査審議を行うものとする。

2．　このため、原因究明及び今後の対策に係る技術的事

　項について、第四部会において調査審議を行うものと

　するbこの調査審議は、昭和59年4月中旬までに終

　えることを目途とする。



参考

宇宙開発委員会第四部会三三三

三；和59年3月
（5◎音順）

部　会　長

●部会長代理

　専門委員

※

※

佐貫亦男
内田茂男
秋葉三二郎

大島耕一
小林繁夫

竹中幸彦

中込雪男
長洲秀夫

林　　友直

船川謙．司

前田　　　弘

虫明　　弘

若井　　登

日本大学理工学研究所顧問

名城大学理工学部三三　　　一二

文部省宇宙科学研究所教授

文部省宇宙科学研究所教授

棘大学工学部鞭一

宇宙開発事業団理事

国際電信電話株式会社取締役’

科学技術庁航空宇宙技術研究1所、

科学研究官

文部省宇宙科学三下新教授

宇宙開発事業団理事

京都大学一工学部教｛授

東北大学工学部三二

郵政省電波研究所長

注）※印の専門委員は、今回の調査審議については、

　　説明者として参加する。


